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新型インフルエンザの被害状況予測に関するデータ協力願い

　今年、新型インフルエンザの大流行を懸念する声が至る所で高まっている。これまでの歴史において、人類は何度もインフルエンザパンデミックに直面してきた。そのパンデミックが人類に与えた被害は甚大なものであった。例えば、1919年に流行したインフルエンザでは、2000万人の人々が命を落とした。それ故に、パンデミクが流行した際の事前対策は、その被害を最小化する点において、非常に重要になってくる。残念ながら、事前にパンデミックがいつ起こるかを知ることはできない。しかし、事前に被害がどの程度の規模になりかを予想することは可能である。

アメリカに本拠地を持つCDC　疫病統制・予防センターでは、新型インフルエンザ流行時の被害状況を予測するFlu aid2.0と呼ばれるソフトウェアを無償で提供している。このソフトウェアを使えば、年齢別人口や病院の規模などの必要項目を入力することで、その地域の予想死亡数などを予想することができる。

このソフトウェアを使って、横浜市における予想被害状況を知ることは、今後の対策を立てる上でも必要なことである。ただ、いくつかの入力項目は個人では集めることが困難である。そこで、（担当する課）に協力をしていただき、下記に挙げるデータを収集・提供して頂きたいと考えている。なお重要度別に項目の横に印が付いている。◎は必須であり、○、△は決して必須というわけではない。しかし、より正確な予想を立てるためには、必要な情報である。精緻な予測を得たいと考えているので、できる限り多くの項目を提供してくれること希望する。
入力項目

0～18歳の人口数　◎
19～65歳の人口数　◎
65歳以上の人口数　◎
上記の年齢別の人口のうちハイリスクを背負っている人口　△（ない場合には、CDCが作成した世界平均値を用いる。）
※ハイリスクを背負っている人の定義は①65歳以上②慢性的に介護が必要な患者（在宅・介護センターの患者など）③肺疾患（ぜんそくを含む）や心臓疾患をもつ大人や子供④定期的にメタボリックや機能障害、異常血色素症または免疫抑制を持つ大人や子供⑤長期間アスピリン接種やセラピーを受けている子供⑥インフルエンザ流行中に妊娠２，３期を迎えている妊婦
１週間の内、インフルエンザ患者用に用意できる最大ベッド数　○
インフルエンザの流行時に診察することのできる外来患者を診ることのできる最大医者数

最大死体収容者数　○
１人の医者が一日で診察することのできる最大患者数　○
インフルエンザ患者の平均入院期間　○
ハイリスクを背負った人々の第１次のワクチン接種割合と第２次ワクチン接種割合　○
ハイリスクを背負っていない人々の第１次のワクチン接種割合と第２次ワクチン接種割合　○

※なければ、ハイリスクなどに分けなくてもよい

